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九州大学大学院工学研究院機械工学部門

２０２３年度 公開講座

材料と加工技術が
織りなす機械工学

11月4日（土） 13:30～16:30

九大機械工学部門 公開講座



近年、エネルギーの有効利用
は益々重要になっています
が、その課題に対して熱エネ
ルギー制御は直結する技術で
す。近年の微細加工技術と数
値計算科学の進展により、ナノ
テクノロジーを使うと従来の熱
エネルギー制御技術の限界を
超えられることがわかってきま
した。本講演では、ナノテクノロ
ジーを利用した熱工学の研究
を紹介します。

私たちの身の回りには、生活を
豊かにするさまざまな製品や構
造物が存在しますが、それらは
時として壊れてしまいます。本講
演では、モノが壊れる条件やメカ
ニズム、そして安全・安心を確保
するための強度設計の考え方に
ついて、製品に広く使用されてい
る大きな材料から最先端のマイ
クロ・ナノ材料までを含めて紹介
します。

人類が利用してきた材料の歴
史を振り返りますと、紀元前の
天然材料に始まり、現在は
種々の複合材料が開発、使用
されるようになってきました。こ
れらは製造方法の発展とも深く
関連しています。本講演ではこ
れらの中で、強くて軽い、ポー
ラス（多孔質）構造体の力学的
特性とその作製方法を紹介し
ます。

「ナノテクノロジー
と熱工学」

「ポーラス構造体
－強くて軽い材料
の創製－」

「なぜモノは壊れるのか」

13:30 – 13:35 開会挨拶
13:35 – 16:30 講演 （各40分、途中15分の休憩）

専門家がやさしく語る

プログラム

モノが擦れ合う際に摩擦抵抗が
少なくなめらかに動くしくみは、
機械の安全かつ安定的稼働、
省エネルギー化のみでなく、
我々の日常生活や生物の生命
活動においても非常に重要で
す。本講演では、生物の持つ巧
みな潤滑のしくみに着目し、そ
のメカニズムを解説するととも
に、工業分野への応用の可能
性と課題を紹介します。

「生物に学ぶ“滑り
やすいしくみ”」
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